
郭
応
老
子
の
組
分
け
と
竹
簡
の
配
列
に
つ
い
て

は
じ
め
に

一
九
九
三
年
に
中
国
湖
北
省
荊
門
市
郭
活
一
号
楚
基
か
ら
出
土
し

ハ
1
)

た
「
郭
広
老
子
」
の
写
真
図
版
お
よ
び
釈
文
を
載
せ
た
『
郭
詰
楚
茶
一

竹
筒
』
が
、
一
九
九
八
年
五
月
、
文
物
出
版
社
か
ら
公
刊
さ
れ
た
。

「
郭
応
老
子
」
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
新
開
の
報
道
や
、
整
理
作

業
に
携
わ
っ
た
研
究
者
の
報
告
な
ど
に
よ
り
そ
の
概
要
が
知
ら
れ
る

ハ
2
〉

の
み
で
あ
っ
た
が
、
司
郭
活
楚
墓
竹
筒
』
の
公
刊
以
後
、
「
郭
応
老

ハ
3
〉

子
」
に
開
削
す
る
論
考
・
著
作
が
多
数
発
表
さ
れ
て
お
り
、
「
馬
王
堆

老
子
」
に
続
く
『
老
子
』
研
究
の
新
資
料
と
し
て
、
「
郭
広
老
子
」

に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

「
郭
応
老
子
」
が
出
土
し
た
郭
広
一
号
楚
墓
の
下
葬
年
代
は
、
紀

ハ
4
)

元
前
回
世
紀
か
ら
前
三
世
紀
初
め
だ
と
い
う
。
抄
写
は
下
葬
に
先
立

っ
て
行
わ
れ
る
か
ら
、
「
郭
広
老
子
」
は
「
馬
王
堆
老
子
」
を
さ
ら

に
百
年
あ
ま
り
も
遡
る
、
現
段
階
に
お
け
る
最
古
の
『
老
子
』
の
テ

キ
ス
ト
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

渡

遁

大

従
来
、
『
老
子
』
と
い
う
書
物
の
成
立
に
は
多
く
の
説
が
立
て
ら

(
5
)
 

れ
て
き
た
。
「
郭
広
老
子
i

一
一
は
そ
の
解
明
に
多
く
の
手
掛
か
り
を
与

え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
し
か
し
、
出
土
資
料
に
は
、
そ
の
資
料

(
6
)
 

と
し
て
の
性
質
に
根
差
し
た
問
題
が
常
に
つ
き
ま
と
う
。
我
々
は

一
郭
広
老
子
」
を
通
し
て
、
当
時
の
『
老
子
』
の
姿
、
ま
た
『
老
子
』

の
成
立
史
を
描
こ
う
と
す
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
の
こ
と
に
十
分
留
意

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
「
郭
広
老
子
」
そ

の
も
の
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ

こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
『
郭
広
楚
墓
竹
館
』
の
整
理
結
果
を
も

と
に
、
「
郭
広
老
子
L

の
組
分
け
、
竹
簡
の
配
列
な
ど
に
つ
い
て
再

検
討
し
、
さ
ら
に
「
郭
活
老
子
」
と
「
馬
王
堆
老
子
」
、
通
行
本
『
老

子
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
若
干
の
考
察
を
す
る
。

( 53 ) 

「
郭
庖
老
子
」
申
・
乙
・
丙
と
「
太
一
生
水
」
の
関
係

郭
広
一
口
一
勺
楚
墓
か
ら
出
土
し
た
八

O
四
枚
の
竹
簡
は
、
そ
れ
ら
を

ま
と
め
て
い
た
編
線
の
腐
朽
に
よ
っ
て
散
乱
し
、
順
序
は
ば
ら
ば
ら



〈

7
〉

に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
整
理
作
業
は
、
ま
ず
、
竹
簡
を
、
長
さ
・

河
端
の
形
状
・
一
編
線
の
数
お
よ
び
そ
の
間
隔
に
よ
っ
て
組
分
け
、
続

い
て
、
そ
れ
ら
を
文
意
が
疎
通
す
る
よ
う
に
配
列
す
る
と
い
う
こ
段

階
を
経
て
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
郭
広
老
子
」
も
、
簡
式
の
遠

い
に
よ
っ
て
甲
(
一
ニ
九
枚
〉
・
乙
〈
一
八
枚
)
・
丙
〈
一
四
枚
)
の
三
組
(
計

七
一
枚
〉
に
組
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。

『
郭
応
楚
墓
竹
筒
』
の
「
老
子
」
甲
・
乙
・
丙
を
、
「
馬
主
堆
老

子
」
お
よ
び
今
本
『
老
子
』
と
比
較
し
て
気
づ
く
の
は
、
字
句
の
違

い
や
、
文
言
の
多
少
な
ど
は
あ
る
も
の
の
、
人
。
/
本
に
な
い
部
分
は
全

く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
整
理
作
業
の
過
程
で
み
f

本
『
老
子
』

に
含
ま
れ
な
い
部
分
が
排
除
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
な
い
の
だ
ろ
う

か
。
『
郭
応
楚
墓
竹
僑
』
に
は
、
甲
・
乙
と
全
く
同
じ
沼
一
式
の
竹
傾
向

は
他
に
は
な
い
か
ら
、
こ
の
ふ
た
つ
に
つ
い
て
は
、
も
と
も
と
今
本

『
老
子
』
と
共
通
す
る
部
分
し
か
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
『
郭
広
楚
墓
竹
筒
』
に
は
、
丙
と
全
く
同
じ
筒
式
の
一
篇
が

「
太
一
生
水
」
と
名
付
け
ら
れ
て
別
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
『
郭
応

残
墓
竹
筒
』
「
太
一
生
水
」
の
〔
説
明
〕
に
「
其
形
制
及
輩
出
髄
均
輿
老

〈

8
)

子
丙
相
向
'
原
来
可
能
輿
老
子
丙
合
一
瓶
一
部
o
」
と
あ
る
よ
う
に
、

「
太
一
生
水
」
が
丙
と
と
も
に
一
篇
を
な
し
て
い
た
可
能
性
は
極
め

て
高
い
。
「
太
一
生
水
」
は
明
ら
か
に
道
家
思
想
に
属
す
文
献
で
あ

(
9
)
 

り
、
円
老
子
』
と
の
思
想
的
関
連
も
窺
え
る
た
め
、
今
木
立
也
子
』

(
時
)

の
原
型
と
考
え
る
研
究
者
も
い
る
。
本
来
別
行
し
て
い
た
書
物
を
内

容
の
共
通
性
な
ど
か
ら
一
篇
に
ま
と
め
て
抄
写
す
る
こ
と
も
十
分
に

あ
り
う
る
か
ら
、
「
太
一
生
水
」
を
郎
『
老
子
』
の
原
型
と
考
え
る

事
は
出
来
な
い
。
し
か
し
、
向
一
型
式
の
竹
簡
に
書
か
れ
、
一
一
篇
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
以
上
、
最
初
か
ら
「
太
一
生

(

立

)

水
」
を
「
郭
広
老
子
」
か
ら
切
り
離
し
て
扱
う
の
は
問
題
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
穏
に
お
い
て
は
『
郭
広
楚
墓
竹
筒
』
の
甲
・
乙
・
丙

に
、
「
太
一
生
水
」
一
四
枚
を
加
え
、
考
察
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

す
る
。

各
組
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
と
竹
舗
の
配
列
・
総
数

( 54 ) 

簡
式
に
よ
っ
て
組
分
け
さ
れ
た
甲
・
乙
・
丙
お
よ
び
「
太
一
生

水
」
は
、
文
意
が
通
じ
る
よ
う
に
並
べ
替
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
際
、
あ
る
章
が
始
ま
る
場
合
、
前
の
掌
に
続
い
て
竹
簡
の
途
中

か
ら
始
ま
る
場
合
と
、
行
を
改
め
て
簡
の
冒
頭
か
ら
始
ま
る
場
合
と

が
あ
る
た
め
、
各
組
は
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
ま
と
ま
り
に
組
分
け
ら

れ
る
。
『
郭
活
楚
墓
竹
筒
』
第
一
一
一
頁
「
老
子
樫
文
法
樟
」
の
〔
説

明
〕
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
ま
と
ま
り
が
つ
乙
で
示
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
『
郭
広
楚
墓
竹
筒
』
の
公
刊
以
前
に
、
同
様
の
作

ハロ)

業
を
行
っ
て
い
る
〔
裂
試
論
〕
〔
握
初
探
〕
と
比
べ
る
と
そ
の
結
果

に
違
い
が
あ
る
。
そ
こ
で
内
郭
広
楚
葉
一
竹
筒
』
を
も
と
に
丙
説
を
比



較
し
な
が
ら
、
ま
ず
甲
・
乙
・
丙
、
次
い
で
「
太
一
生
水
」
そ
れ
ぞ

れ
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

(
一
)
甲
・
乙
・
丙
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ

甲
・
乙
・
丙
に
つ
い
て
の
『
郭
広
楚
墓
竹
筒
』
の
整
理
結
果
は
、

次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

(
A
-
B
等
の
符
号
は
便
宜
上
筆
者
が
如

し
た
も
の
で
あ
り
、
(
〉
内
の
数
字
は
、
そ
の
組
に
含
ま
れ
る
内
容
が
、
今

本
『
老
子
』
の
何
章
に
相
当
す
る
か
を
示
す
)

A 

(
日
)

「
甲
組
」

第
一
号
鮪
?
第
二

O
号
箭
ハ
川
口
・
印
・
日
初
・
初

-
r
u
・
臼
・

ウ
d

円

3

〉
4

っμ
J

円。
F

O

J

B

4

q

O

L

第
二
一
号
筒
?
第
二
三
号
筒

8
・
5
)

第
二
四
号
筒
(
国
)

第
二
五
号
箭
J
第
三
二
号
筒
(
臼
・
日

-
U
)

第
三
三
号
簡
J
第
三
九
号
筒
(
日
・
M
M

・
必
・

9
〉

(

刊

は

)

「
乙
組
」

第
一
号
簡
J
第
八
号
衛
(
日
・
認

-
m
・
5

第
九
号
簡
J
第
一
二
号
簡
(
包

第
一
三
号
筒
J
第
一
八
号
簡
ハ
臼
・
必
・
日
〉

〈
日
)

「
丙
組
」

第
一
号
筒

i
第
三
号
筒

(
2
・
国
)

B C D E F G H I 

第
四
号
館
{
第
五
号
術
開
(
お
)

第
六
号
衛
J
第
一

O
号
簡
(

h

U

)

第
一
一
号
館
J
第
一
回
号
館
ハ
似
)

K L 
甲
・
乙
・
丙
の
竹
簡
を
配
列
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
今
本
『
老

子
』
が
参
考
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
『
郭
応
楚
墓
竹

筒
』
と
握
氏
の
整
理
結
果
に
は
相
違
点
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
盛
氏

は
竹
衡
の
総
数
を
八
六
枚
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
握
氏
が
「
太
一

生
水
」
を
丙
の
一
部
と
し
て
い
る
の
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
『
郭
庖

楚
墓
一
竹
筒
』
よ
り
一
枚
多
い
数
で
あ
る
。
ま
た
、
山
住
民
は
甲
を
六
組

に
分
け
て
い
て
、
こ
れ
も
『
郭
庖
楚
墓
竹
筒
』
よ
り
一
組
多
い
。
こ

の
こ
点
に
は
と
も
に
甲
・
第
一
三
号
館
冒
頭
の
二
字
立
法
府
」
が
関

わ
る
。
そ
の
前
後
は
、
今
本
の
第
六
回
章
と
第
三
七
章
に
相
当
す
る

部
分
で
あ
る
。
問
題
と
な
る
二
字
を
含
む
前
後
を
引
用
す
る
。

( 55 ) 

-
:
是
古
聖
人
能
専
高
勿
之
自
以
前
弗
(
甲
・
第
一
二
号
筒
)

剣

創

符

亙

亡

震

也

:

・

(

甲

・

第

二

二

号

筒

)

こ
の
間
に
は
分
章
の
標
識
は
存
在
せ
ず
、
段
落
の
区
切
れ
ば
文
脈

か
ら
判
断
す
る
し
か
な
い
。
『
郭
広
一
楚
墓
竹
錆
』
は
「
能
魚
」
の
二

字
を
第
六
回
章
担
当
部
分
の
末
尾
と
見
倣
し
、
三
字
自
か
ら
第
三
七



章
相
当
部
分
が
始
ま
る
と
み
て
い
る
。
す
る
と
、
こ
の
第
三
七
章
椋

当
部
分
は
備
の
途
中
か
ら
始
ま
る
か
ら
、
こ
の
前
後
は
ひ
と
つ
の
ま

と
ま
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
方
、

w
住
民
は
「
能
魚
」
を
第
三
七

章
の
問
問
頭
と
見
倣
し
て
い
る
。
す
る
と
、
第
一
三
号
簡
以
下
は
第
一

二
号
簡
以
前
と
は
別
の
ま
と
ま
り
と
な
る
。
つ
ま
り
、
司
郭
広
楚
墓

竹
筒
』
は
「
走
の
古
(
故
)
に
翠
人
は
能
く
高
勿
(
物
〉
の
白
欣
(
然
)

を
一
時
(
聯
〉
け
て
能
く
魚
さ
ず
」
と
し
、
握
氏
は
「
能
く
桁
(
道
〉
を

為
す
は
五
ハ
恒
)
に
魚
す
亡
き
な
り
」
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
握
氏
の
処
霞
で
は
第
一
二
号
簡
の
末
尾
コ
印
弗
」
が
意

味
を
な
さ
な
く
な
る
。
そ
こ
で
、
屋
氏
は
第
一
二
号
簡
の
蕊
後
に
位

置
す
べ
き
「
敢
魚
」
で
始
ま
る
竹
簡
が
一
枚
欠
け
て
い
る
と
考
え
る

〈

げ

)

の
で
あ
る
。

今
本
『
老
子
』
を
み
る
と
、
第
六
回
章
末
尾
を
「
能
魚
」
に
作
る

テ
キ
ス
ト
は
な
く
、
全
て
「
敢
為
」
に
作
っ
て
い
る
。
「
馬
主
堆
老

(
国
)

子
」
も
、
『
斡
非
子
』
稔
老
篇
も
同
様
で
あ
る
。
「
郭
広
老
子
」
で
は

こ
の
ほ
か
丙
に
も
第
六
回
章
相
当
部
分
が
見
え
る
が
そ
こ
も
「
敢

魚
」
に
作
っ
て
い
る
。
第
六
回
章
に
関
連
す
る
全
て
の
テ
キ
ス
ト
が

「
敢
潟
」
に
作
っ
て
い
る
た
め
、
山
佳
氏
は
本
来
第
二
一
号
簡
の
産
後

に
位
寵
し
て
い
た
竹
僚
が
失
わ
れ
て
い
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
こ
の
処
置
に
は
問
題
が
あ
る
。
握
氏
の
説
に
よ
れ

ば
、
第
一
三
号
筒
冒
頭
の
「
能
魚
」
は
、
続
く
「
桁
五
亡
魚
也
」
に

連
接
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
第
三
七
章
冒
頭
は
ど
の
テ
キ
ス
ト
も

「
道
常
無
信
用
」
あ
る
い
は
「
道
常
元
潟
」
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
「
能

祭
」
で
始
ま
る
も
の
は
な
い
。
ま
た
、
「
道
を
魚
す
」
と
い
う
表
現

(
山
口
〉

だ
け
に
つ
い
て
み
る
と
『
老
子
』
の
他
章
に
も
み
え
て
い
る
が
、

「
能
く
道
を
為
す
‘
一
と
い
う
表
現
は
、
『
老
子
』
に
は
見
え
ず
、
他
の

資
料
に
も
ほ
と
ん
ど
例
を
み
な
い
。
第
六
回
章
末
尾
は
「
敢
潟
」
に

作
る
ほ
う
が
、
た
し
か
に
意
味
は
通
る
が
、
そ
の
た
め
に
、
屋
氏
の

よ
う
に
「
能
震
」
を
第
三
七
章
に
連
接
さ
せ
、
さ
ら
に
「
敢
魚
」
に

作
る
簡
が
欠
け
て
い
る
と
み
る
の
に
は
少
々
無
理
が
あ
る
。
や
は
り

ア
報
活
楚
墓
竹
筒
』
の
よ
と
フ
に
、
甲
・
第
一
三
号
街
冒
頭
の
「
能
篤
j

一

ハ
却
〉

は
第
六
回
章
相
当
部
分
の
末
尾
に
当
た
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
こ
の
前
後
も
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
と
い
う
こ
と
に
な

る。

( 56 ) 

(
二
)
「
太
一
生
水
」
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ

「
太
一
生
水
」
の
竹
簡
の
配
列
に
関
し
て
は
現
存
す
る
文
献
に
手

掛
か
り
が
求
め
ら
れ
ず
、
そ
の
配
列
は
非
常
に
困
難
で
あ
っ
た
ろ
う

と
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
、
第
一
号
儲
か
ら
第
八
号
簡
に
つ
い
て

は
、
『
J

郭
広
楚
基
竹
筒
』
、
援
氏
と
も
に
同
様
の
整
理
結
果
に
至
っ
て

お
り
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
配
列
す
る
こ
と
で
、
文
意
は
極
め
て
明

僚
と
な
る
か
ら
、
そ
の
配
列
に
全
く
問
題
は
な
い
。
問
題
と
な
る
の

は
、
第
九
号
館
以
降
の
況
列
で
あ
る
。
『
心
部
活
楚
墓
竹
筒
』
の
配
列



に
し
た
が
っ
て
問
題
と
な
る
部
分
を
引
い
て
み
る
。

天
道
貴
溺
、
雀
成
者
以
余
生
者
、
伐
於
甥
寅
於
口
口
口
口
口
口

(
幻
〉
口
〔
以
上
第
九
号
館
〕

下
、
土
也
、
市
胃
之
、
峰
。
上
、
度
也
、
沼
田
内
之
一
大
。
道
亦
万
悲

也
。
脊
昏
一
八
名
。
以
〔
第
一

O
号
筒
]
道
従
事
者
必
慌
一
八
名
、

古
事
成
市
身
長
。
翠
人
之
従
事
也
、
亦
何
万
〔
以
上
第
一
一
号

街
〕
名
、
十
u
紅
成
部
身
不
刻
。
天
陵
名
恋
並
立
、
古
伝
万
方
、

(
幻
)

不
自
相
口
口
口
口
〔
以
上
第
一
二
号
館
〕

於
西
北
、
万
下
高
以
孫
。
陛
不
足
於
東
南
、
万
上
〔
低
以
張
。

ハ
お
〉

不
足
於
上
〕
〔
以
上
第
二
二
号
筒
〕
者
、
又
余
於
下
。
不
足
於

ハ
剖
)

下
者
、
又
余
於
上
。
〔
以
上
第
一
四
号
筒
〕

第
一

O
号
館
J
第
一
二
号
領
、
第
一
三
号
館
J
第
一
回
号
簡
は
、

こ
の
よ
う
に
配
列
す
る
こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ
意
味
が
疎
通
す
る
か
ら
、

ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
ま
た
、
こ

の
点
に
つ
い
て
は
両
者
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
第
一
一
一
一
号
備

は
、
下
文
に
「
陸
不
足
於
東
南
i

一
と
あ
り
、
文
脈
上
か
ら
「
天
不

足
」
と
い
う
句
に
連
な
っ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、
第
九
号

筒
、
第
一
二
号
簡
の
下
部
が
と
も
に
欠
け
て
い
る
た
め
、

竹
簡
の
直
後
に
位
寵
し
て
い
た
か
が
問
題
と
な
る
。
司
一
郡
広
楚
墓
竹

筒
』
は
第
一
一
一
一
号
館
は
第
一
二
号
簡
に
続
く
も
の
と
し
、
握
氏
は
第

九
号
簡
を
第
一
三
号
衝
の
直
前
に
位
置
す
べ
き
も
の
と
し
て
い
る
。

第
一
三
号
筒
;
第
一
四
号
衝
は
、
西
北
が
高
く
東
南
が
低
い
と
い

う
中
国
大
使
の
地
理
的
特
徴
を
例
と
し
て
挙
げ
、
何
か
が
多
け
れ

ば
、
そ
の
代
わ
り
に
必
ず
何
か
が
足
り
な
く
な
る
も
の
だ
と
結
論
、
、
つ

け
て
い
る
。
第
九
号
館
は
、
天
道
が
溺
(
弱
〉
を
好
む
こ
と
を
い
い
、

成
ハ
性
)
を
雀
(
削
〉
ろ
う
と
し
た
り
生
を
抵
そ
う
と
し
た
り
す
る
と
、

か
え
っ
て
伐
た
れ
て
し
ま
う
と
い
う
。
こ
れ
は
、
成
(
性
)
や
生
と
い

っ
た
人
間
に
本
来
備
わ
っ
た
も
の
は
、
そ
の
あ
る
が
ま
ま
に
あ
る
べ

き
だ
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
さ
ら
な
行
為
の
否
定

は
、
第
一
三
号
領
以
下
に
み
え
る
よ
う
な
思
想
を
背
景
に
持
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
何
か
を
得
ょ
う
と
す
る
と
何
か
を
失
う
か
ら
こ

そ
、
何
か
を
求
め
る
行
為
は
無
意
味
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、

第
一

O
号
筒
;
第
一
二
号
簡
は
「
天
」
「
地
」
と
い
っ
た
用
語
の
点

で
は
第
一
三
号
筒
J
第
一
四
号
簡
と
共
通
す
る
も
の
の
、
そ
の
主
な

関
心
は
つ
名
」
ゃ
っ
字
」
に
よ
る
聖
人
の
政
治
に
あ
り
、
そ
の
目
的

は
「
紅
ハ
功
Y
成
今
、
身
別
m'(傷
)
わ
れ
ず
」
と
い
う
点
に
あ
る
か
ら
、

内
容
的
に
は
関
連
す
る
と
い
え
な
い
。
よ
っ
て
、
「
太
一
生
水
」
は
、

握
氏
に
従
っ
て
竹
簡
を
配
列
す
べ
き
で
あ
り
、
丙
本
に
っ
と
つ
け
て
、

ド
ζ

ち
ら
の
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次
め
よ
う
に
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

M 

(
「
太
一
生
水
」
第
一
号
術
開
J
第
八
号
筒
〉

(
「
太
一
生
水
」
第
一

O
号
簡
J
第
一
二
号
館
)

(
「
太
一
生
水
」
第
九
号
館
、
第
一
三
号
筒
、
第
一
回
号
簡
)

N 。以上
、
甲
・
乙
・
丙
お
よ
び
「
太
一
生
水
」
に
つ
い
て
『
郭
J

活
楚

慕
竹
筒
』
お
よ
び
握
氏
の
説
を
比
較
し
な
が
ら
、
各
組
の
グ
ル
ー
ピ

ン
グ
と
竹
簡
の
配
列
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
っ
た
。

A
か
ら
O
の
各

グ
ル
ー
プ
内
の
竹
筒
の
配
列
に
つ
い
て
は
こ
の
よ
う
に
確
定
で
き

る
。
甲
・
乙
・
丙
各
グ
ル
ー
プ
内
の
配
列
を
み
る
と
、
今
本
『
老

子
』
の
章
序
と
一
致
す
る
も
の
は
、
甲
D
の
第
五
六
章
・
第
五
七
章

(
お
)

と
丙

A
の
第
一
七
章
・
第
一
八
章
の
み
で
あ
る
。
各
グ
ル
ー
プ
を
ど

の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
て
も
、
今
本
お
よ
び
「
毘
王
准
老
子
」
の
章

〈
部
)

序
と
一
致
す
る
も
の
は
こ
の
二
例
以
外
に
な
い
。
甲
・
乙
・
一
内
お
よ

び
「
太
一
生
水
」
そ
れ
ぞ
れ
の
各
グ
ル
ー
プ
ど
う
し
が
実
際
に
ど
の

よ
う
な
組
み
合
わ
せ
で
一
筋
と
な
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
さ
ら

に
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
「
郭
庖
老

子
」
に
お
け
る
章
次
は
今
本
お
よ
び
「
馬
主
堆
老
子
」
と
は
縞
た
り

(
幻
)

が
大
き
い
と
い
え
る
。

ま
た
、

以
上
の
結
果
か
ら
、

「
郭
広
娃
墓
竹
筒
』
の
整
理
者
が
一
示

(
m
b
)
 

唆
し
て
い
る
盗
掘
に
よ
る
被
害
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
否
定

す
る
こ
と
が
出
来
る
。
「
郭
広
老
子
」
に
は
、
今
本
『
老
子
』
の
三

一
章
分
に
相
当
す
る
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。
今
、
整
理
し
た
竹
筒

(
却
)

を
み
る
と
、
断
簡
は
勿
論
存
在
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
隣
り
合
う

竹
筒
ど
う
し
の
文
意
は
明
ら
か
に
連
続
し
て
お
り
、
竹
簡
が
一
本
ま

る
ご
と
火
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
部
分
は
全
く
存
在
し
な

い
。
仮
に
、
盗
掘
に
よ
り
失
わ
れ
た
竹
簡
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
盗
掘

者
は
、
こ
の
工
二
章
以
外
の
部
分
だ
け
を
選
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
、
竹
簡
は
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り

(
却
)

実
際
に
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
少
な
く
と

も
、
甲
・
乙
・
丙
お
よ
び
「
太
一
生
水
」
に
つ
い
て
は
、
盗
掘
に
よ

(
出
〉

る
被
害
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
祖
本
に
つ
い
て

は
と
も
か
く
、
実
際
に
抄
写
さ
れ
、
副
葬
品
と
し
て
納
め
ら
れ
た
竹

簡
は
、
甲
三
九
枚
、
乙
一
八
枚
、
丙
一
四
枚
、
(
太
一
生
水
」
一
四

枚
で
あ
っ
た
と
断
定
し
て
よ
い
。
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甲
・
乙
・
丙
の
相
互
関
係
お
よ
び
「
馬
主
堆
老
子
」
・
今
本
と
の
関
係

甲
・
乙
・
…
内
は
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
型
式
の
竹
簡
に
抄
写
さ
れ
て

い
る
が
、
互
い
に
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
甲
A
と

丙
L
に
は
、
極
め
て
似
通
っ
た
笛
所
が
ひ
と
つ
あ
る
。
そ
れ
を
通
し

て
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
ま
ず
両
者
を
引
く
。



甲
・
第
一

O
号
筒

i
第
一
三
号
筒

潟
之
者
敗
之
、
執
之
者
逮
之
。
走
以
聖
人
亡
魚
、
古
亡
敗
。
亡

執
、
故
亡
避
、
焼
事
之
紀
、
警
終
如
何
い
。
此
亡
敗
事
突
。
聖
人

谷
不
谷
、
不
貴
難
得
之
貨
、
季
不
季
、
復
品
作
之
所
位
。
走
古
翠

人
能
専
高
勿
之
自
以
而
弗
能
潟
。

内
・
第
一
一
号
館
J
第
一
回
号
館

免
之
者
・
之
、
執
之
者
遊
之
一
。
聖
人
無
魚
、
古
無
敗
也
。
無

執
、
古
口
口
口
。
新
移
若
罰
則
無
敗
事
喜
一
。
人
之
敗
也
、
亙

於
万
叡
成
也
敗
之
一
。
是
以
口
人
欲
不
欲
、
不
貴
懸
得
之
貨
、

印
字
不
壊
、
復
衆
人
之
所
巡
一
。
走
以
能
柿
塙
勿
之
自
服
部
弗
敢

為。

両
者
は
、
明
ら
か
に
ふ
f

本
『
老
子
』
第
六
回
章
に
相
当
す
る
部
分

で
あ
る
が
、
細
か
い
点
に
つ
い
て
は
兵
向
が
あ
る
。
例
え
ば
、
対
応

す
る
字
句
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
甲
に
あ
る
「
臨
事
之
紀
」
の
勾
は
一
内
に
は
な
く
、
一
内
に
あ
る

「
人
之
敗
也
、
五
於
万
叡
成
也
敗
之
」
は
甲
に
は
見
え
な
い
。
こ
の

よ
う
な
速
い
が
み
ら
れ
る
の
は
両
者
が
兵
な
る
テ
キ
ス
ト
か
ら
抄
写

さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
甲
・
乙
・
丙
の
三
篇
が
異
な
る
型
式
の
竹

筒
に
写
さ
れ
て
い
る
の
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
に
抄
写
さ
れ
た
た
め

と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
「
郭
広
老
子
」
と
「
馬
王
堆
老
子
」
お
よ
び
今
本
『
老
子
』

と
の
関
係
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
よ
う
。
人
。
f

本
『
老
子
』
は
テ
キ
ス

ト
に
よ
っ
て
字
句
、
を
異
な
っ
て
作
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
第
一

(
泣
)

五
章
の
冒
頭
は
、
王
府
注
本
・
河
上
公
注
本
・
想
溺
注
本
が
汁
古
之
善

潟
士
者
」
に
作
る
一
方
で
、
侍
突
本
は
「
古
之
品
一
芝
府
選
者
」
に
作
っ

て
い
る
。
こ
の
部
分
を
、
「
馬
王
堆
老
子
」
乙
木
は
「
古
之
口
筋
道

ハ
お
)

者
」
に
作
り
、
「
郭
宿
老
子
」
甲
・
第
八
号
簡
は
「
長
古
之
焦
土
者
」

に
作
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
今
本
に
見
ら
れ
る
違
い
は
「
馬
王
堆
老

子
!
一
「
郭
広
老
子
」
に
お
い
て
す
で
に
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
『
老
子
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
「
郭
広
老
子
」

iv
つ
馬
王

堆
老
子
1

一
lv
今
本
へ
と
産
線
的
に
繋
が
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
が
分
か
る
。
当
時
、
「
郭
広
老
子
!
一
の
他
に
も
複
数
の
テ

キ
ス
ト
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
が
今
本
の
文
字
の
異
同
に
も
反
映

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
本
の
異
同
は
劉
向
・
劉
散
の
校
書

(
U
A
〉

以
鋒
に
生
じ
た
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
「
郭
広
老
子
」
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
す
で
に
完
成
し
て

い
る
『
老
子
』
五
千
言
の
節
略
本
と
見
倣
す
か
、
そ
れ
と
も
い
ま
だ

形
成
途
上
に
あ
る
今
本
『
老
子
』
の
原
型
と
見
倣
す
か
、
対
立
す
る

:

(

お

)

ふ
た
つ
の
見
方
が
あ
る
o

し
か
し
、
ど
ち
ら
の
立
場
か
ら
も
「
郭
広

老
子
」
を
説
明
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
「
郭
広
老
子
」
の
み
か

ハ
訪
)

ら
こ
の
点
に
つ
い
て
結
論
を
導
き
だ
す
の
は
困
難
で
あ
る
。
但
し
、

い
ず
れ
に
し
て
も
「
郭
広
老
子
」
は
、
ひ
と
つ
の
審
物
と
し
て
、
す

で
に
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
「
郭
広

老
子
」
が
片
言
後
句
の
寄
せ
集
め
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ

に
は
、
今
本
『
老
子
』
に
な
い
「
道
家
一
言
」
が
も
っ
と
多
く
入
り
込

ん
で
い
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
丙
は
と
も
か
く
、
甲
・
乙
に

は
今
本
『
老
子
』
と
向
じ
文
言
し
か
み
え
な
い
。
つ
ま
り
、
「
郭
広

老
子
」
当
時
、
『
老
子
』
は
、
「
老
子
」
と
い
う
名
称
こ
そ
持
っ
て
い

な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
形
成
過
程
に
お
い
て
す
で
に
あ
る
程
度
の

段
階
に
達
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

む
す
び

以
上
、
「
郭
活
老
子
」
甲
・
乙
・
丙
お
よ
び
「
太
一
生
水
」
に
つ

い
て
、
吋
郭
応
楚
慕
竹
筒
』
の
整
理
結
果
を
も
と
に
、
そ
の
組
分
け

や
竹
簡
の
配
列
・
総
数
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
そ

れ
ぞ
れ
五
組
・
三
九
枚
、
三
組
・
一
八
枚
、
四
組
・
一
四
枚
、
三
組

一
回
枚
と
確
定
し
、
そ
の
組
分
け
・
配
列
に
つ
い
て
も
多
少
の
修
正

を
行
っ
た
c

ま
た
「
郭
広
老
子
」
を
「
馬
王
堆
老
子
」
、
今
本
『
老

子
』
と
比
較
し
、
そ
の
『
老
子
』
成
立
史
に
お
け
る
位
震
に
つ
い
て

も
若
干
の
考
察
を
加
え
、
「
郭
広
老
子
」
当
時
に
は
『
老
子
』
は
そ

の
成
立
史
に
お
い
て
す
で
に
一
定
の
段
階
に
達
し
て
い
た
と
の
見
解

に
至
っ
た
。

今
後
、
各
組
の
異
体
字
や
符
号
の
分
布
な
ど
を
調
査
す
る
こ
と
で

さ
ら
に
各
組
ど
う
し
の
配
列
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
「
馬
王
堆
老
子
」
お
よ
び
今
本
『
老
子
』
と

の
比
較
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
老
子
』
の
成
立
や
道
家
思
想

の
展
開
に
つ
い
て
も
新
た
な
知
見
を
加
え
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
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、注
(

l

)

「
馬
主
堆
老
子
」
と
同
様
「
郭
広
老
子
」
に
も
「
老
子
」
と
い
う
警

名
は
関
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
津
田
多
喜
男
「
『
自
書
老
子
』
考
l
書
名

八
老
子
〉
成
立
過
程
時
期
初
採
」
ハ
『
中
箆
i
社
会
と
文
化
』
問
、
京
大
中

留
学
会
、
一
九
八
九
年
)
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
老
子
」
と
い
う
警
名

は
、
戦
国
期
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
寸
老
子
」
と
い
う
書
名
が
い

つ
生
ま
れ
定
若
し
た
か
と
い
う
こ
と
は
ひ
と
つ
の
問
題
で
は
あ
る
が
、
本

稿
で
取
り
上
げ
る
郭
詰
出
土
の
竹
簡
は
mm
ら
か
に
み
I

本
『
老
子
』
と
関
わ

る
資
料
で
あ
る
か
ら
、
以
上
の
よ
う
な
事
情
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
「
郭
広
老

子
」
と
称
す
る
こ
と
に
す
る
。



(
2
〉
『
郭
賠
架
慕
竹
筒
』
公
刊
以
前
の
主
な
報
道
・
報
告
を
以
下
に
掲
げ

る
(
〔
]
内
は
本
稿
で
用
い
る
略
称
)
。
張
浩
「
論
郭
広
楚
簡
中
的
老
事

著
作
」
ハ
中
国
出
土
資
料
研
究
会
『
中
国
出
土
資
料
研
究
会
会
報
』
第
四

号
、
谷
中
信
一
「
北
京
管
見
録
」
所
載
、
一
九
九
六
年
二
月
〉
〔
診
論

郭
広
楚
術
〕
、
極
仁

X
「
武
治
則
口
竹
筒
《
老
子
》
的
年
代
」
(
『
刑
口
大

学
学
扱
(
哲
学
社
会
科
学
版
)
』
一
九
九
七
年
第
二
期
)
〔
催
試
論
〕
、
湖

北
省
刑
口
市
博
物
館
「
刑
円
郭
広
一
号
楚
墓
」
ハ
『
文
物
』
一
九
九
七
年
第

七
期
)
〔
博
物
館
発
掘
報
告
〕
、
復
仁

X
「
制
川
口
楚
墓
出
土
的
竹
筒
《
老

子
》
初
探
」
(
『
別
円
社
会
科
学
』
一
九
九
七
年
第
五
期
)
〔
極
初
探
]
。

(

3

)

『
郭
府
楚
墓
竹
筒
』
以
後
の
主
な
論
考
・
著
作
を
以
下
に
掲
げ
る

(
〔
]
内
は
本
稿
で
用
い
る
略
称
)
。
「
義
国
日
郭
広
《
老
子
》
国
綜
研
一
司

会
υ
綜
述
」
ハ
『
国
阪
儒
学
取
合
会
筒
披
』
一
九
九
八
年
第
二
期
、
六
月
)

〔
国
際
研
討
会
綜
述
〕
、
「
《
郭
活
楚
墓
竹
筒
》
学
木
研
辻
会
述
要
」
(
向
上
)

〔
学
術
研
討
会
述
袈
〕
、
郭
祈
「
仏
郭
活
楚
筒
《
老
子
》
藩
老
子
其
人
其

祁
」
(
『
哲
学
研
究
』
一
九
九
八
年
第
七
期
、
七
月
)
〔
郭
老
子
其
人
其

書
〕
、
池
田
知
久
「
ア
メ
リ
カ
、
〆
i
ト
マ
ス
大
践
す
『
郭
宿
老
子
国
際
研

討
曾
』
」
ハ
『
東
方
単
』
第
九
六
斡
、
一
九
九
人
年
七
月
)
〔
池
田
国
際
研
討

会
報
告
〕
、
池
田
知
久
「
形
成
途
上
に
あ
る
最
古
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の

郭
広
楚
墓
『
老
子
ピ
(
東
京
大
事
大
事
院
中
関
思
想
文
化
事
研
究
室
、
一

九
九
八
年
八
月
)
〔
池
田
論
文
〕
、
了
原
植
『
郭
広
竹
筒
老
子
懇
析
輿
研

究
』
〈
寓
巻
楼
問
書
、
一
九
九
八
年
九
月
)
〔
了
釈
析
〕
、
高
明
「
渓
郭
広

《
老
子
ど

Q
中
国
文
物
披
』
一
九
九
八
年
一

O
月
二
八
百
)
〔
高
読
者
子
〕
、

診
浩
「
淡
郭
活
《
老
子
》

i
分
章
和
章
次
」
ハ
向
上
〉
〔
診
分
章
和
章
次
〕
、

李
家
浩
「
共
子
郭
応
《
老
子
》
乙
坦
一
支
残
筒
的
評
接
」
(
向
上
)
〔
李
残

筒
併
接
〕
、
復
仁

X
認
川
口
郭
活
楚
筒
《
老
子
》
研
究
』
〈
科
学
出
版
社
、

一
九
九
八
年
一

O
月
)
〔
握
研
究
〕
、
郭
折
「
決
淡
楚
街
《
太
一
生
水
》
及

其
与
筒
本
《
老
子
》
的
共
系
」
(
『
中
国
哲
学
史
』
一
九
九
八
年
第
四
期
、

二
月
)
〔
郭
試
談
〕
。

(

4

)

〔
虚
試
論
〕
、
〔
博
物
館
発
掘
報
告
〕
参
照
。

(

5

)

任
繕
愈
『
老
子
薪
諜
』
(
修
訂
版
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
五

年
)
参
照
。

(
G
)

「
郭
白
老
子
」
は
、
「
馬
王
堆
老
子
」
同
様
、
基
本
的
に
ユ
ニ
ー
ク
な

テ
キ
ス
ト
と
し
て
扱
う
べ
き
資
料
で
あ
る
。
当
時
の
書
物
は
後
世
の
版
本

の
よ
う
な
マ
ス
プ
ロ
〆
ク
ト
で
は
な
い
し
、
ま
た
、
劉
向
が
書
物
を
校
一
訂

し
定
本
を
確
定
す
る
以
前
は
、
ひ
と
つ
の
書
物
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
テ
キ

ス
ト
は
非
常
に
不
安
定
な
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
J

城
西

老
子
」
甲
・
第
一
号
簡
に
は
「
怯
一
愚
弄
感
、
民
」
友
季
子
。
」
と
あ
る
。
こ

れ
は
今
本
第
一
九
章
の
「
絶
仁
棄
義
、
民
復
孝
慈
。
」
に
あ
た
る
。
『
郭
広

楚
慕
竹
筒
』
の
釈
文
は
「
愚
」
を
「
偽
」
の
仮
倍
、
「
患
」
を
「
詐
」
の

仮
借
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
従
来
『
老
子
』
に
つ
い
て
い
わ
れ

て
き
た
よ
う
な
儒
家
の
仁
義
説
に
対
す
る
否
定
的
態
度
は
「
郭
広
老
子
」

に
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
〔
菌
際
研
討
会
綜
述
〕
に
は

「
悉
ー
一
を
「
義
」
の
仮
倍
、
「
底
」
を
「
仁
」
の
仮
借
と
す
る
高
拐
の
説
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
郭
宿
老
子
」
は
今
本
同
様
仁
義

を
否
定
的
に
と
ら
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
(
も
っ
と
も
〔
高
読
老
子
〕
で

は
「
感
1

一
を
「
仁
」
の
仮
借
と
す
る
設
に
つ
い
て
は
撤
回
し
て
い
る
)
。

ど
ち
ら
が
「
郭
広
老
子
」
の
本
来
の
姿
で
あ
る
の
か
そ
の
判
断
は
国
難
で

あ
り
、
ま
た
ど
ち
ら
が
正
し
く
と
も
当
時
あ
っ
た
全
て
の
テ
キ
ス
ト
が
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「
郭
庖
老
子
」
と
同
様
に
作
っ
て
い
た
の
か
は
さ
ら
に
問
題
と
し
て
残
る
。

〈

7
〉
〔
博
物
館
発
掘
報
告
〕
参
照
。

(

8

)

『
郭
広
楚
墓
竹
筒
』
第
一
二
五
頁
参
縮
小
。

〈

9
)

今
本
『
老
子
』
に
は
「
太
ご
と
い
う
一
誌
も
「
太
一
生
水
」
と
同
じ

文
言
も
み
え
な
い
。
し
か
し
、
『
妊
子
』
天
下
第
に
は
「
以
本
震
精
、
以

物
潟
粗
、
以
有
積
魚
不
足
、
治
偶
然
猫
興
一
紳
閉
居
。
古
之
道
術
、
有
在
於
走

者
。
開
予
・
老
刑
制
問
其
風
雨
悦
之
。
建
之
以
常
無
有
、
主
之
以
太
一
、
以

一
的
弱
散
下
活
表
、
以
空
虚
不
段
寓
物
震
賞
。
」
と
あ
り
、
老
戦
の
思
想
的

特
徴
を
「
太
こ
を
も
っ
て
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
、
内
品
氏
春
秋
』
大

柴
矯
に
は
「
道
也
者
、
親
之
不
見
、
鹿
之
不
開
、
不
可
潟
獄
。
有
知
不
見

之
見
、
不
開
之
聞
、
無
紋
之
朕
者
、
別
幾
於
知
之
会
。
道
也
者
、
主
務

也
、
不
可
潟
形
、
不
可
潟
名
、
躍
矯
之
、
抑
制
之
太
一
。
」
と
あ
り
、
『
老

子
』
第
一
四
章
や
第
二
五
章
と
の
間
関
連
が
窺
え
る
う
え
に
「
道
1

一
と
「
太

一
」
が
関
連
づ
け
ら
守
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
『
尚
警
』
洪
範
「
一
、
五

行
、
一
日
水
:
・
」
の
正
義
に
は
「
易
繋
鮮
日
『
天
一
地
二
:
・
』
。
此
部
走

五
行
生
成
之
数
。
天
一
生
水
、
:
¥
此
其
生
数
也
。
如
此
別
協
無
包
陰
無

制
、
故
地
六
成
水
、
・
:
。
於
走
陰
陽
各
有
住
倒
、
荷
物
得
成
一
持
。
故
之
成

数
也
。
」
と
あ
る
。

(
刊
)
〔
握
試
論
〕
参
照
。
な
お
〔
郭
試
談
〕
で
は
「
太
一
・
生
水
」
を
闘
世
/

の
著
作
と
し
て
い
る
。

(
日
)
〔
拶
論
郭
広
娃
簡
〕
は
「
月
一
盟
備
中
有
近
一
半
的
文
字
不
見
千
通

行
本
《
老
子
V

P

男
一
半
文
字
則
児
一
寸
《
老
子
》
0

」
と
し
、
〔
国
際
研
討

会
綜
述
〕
は
「
只
辻
、
治
《
老
子
〉
甲
、
乙
、
丙
一
一
一
組
一
間
忽
略
了
《
太
一
生

水
》
与
《
老
子
》
一
内
組
的
共
系
走
一
十
霊
安
的
鉄
路
ー
一
と
い
う
邪
文
の
指

摘
を
載
せ
、
〔
学
指
研
討
会
述
要
〕
は
「
郭
広
楚
筒
《
老
子
》
丙
忽
与
《
太

一
生
水
》
当
方
一
有
」
と
い
う
李
学
勤
の
，
設
を
紹
介
し
て
い
る
。

ハ
ロ
)
『
郭
広
楚
墓
竹
筒
』
公
刊
以
後
、
〔
握
研
究
〕
が
公
刊
さ
れ
た
が
、
峯

氏
の
グ
ル
i
ピ
シ
グ
に
変
更
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
〔
了
釈
析
〕

は
、
竹
筒
の
配
列
に
つ
い
て
は
、
『
郭
広
楚
墓
竹
筒
』
に
よ
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

(
お
〉
甲
は
、
屋
氏
の
い
う
と
こ
ろ
の
《
老
子

(
C
〉
》
に
当
た
る
。

(
M
H

〉
乙
は
、
雇
氏
の
《
老
子
(

B

)

》
に
当
た
る
。

〈
日
〉
丙
は
、
川
住
氏
の
《
老
子
ハ
A
〉
》
に
当
た
る
。
な
お
、
『
郭
応
楚
墓
竹

縮
問
中
〔
説
明
〕
で
は
、
第
三
五
章
、
第
一
一
一
一
章
の
関
に
は
「
;
」
が
霞
か

れ
て
お
ら
ず
一
組
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
釈
文
・
注
釈
で
は
別
の
組

に
し
て
い
る
よ
う
な
の
で
お
そ
ら
く
単
純
な
誤
植
で
あ
ろ
う
。

(
国
)
竹
簡
に
は
何
種
類
か
符
号
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
「
郭
広
老
子
」
で

は
「
聾
」
や
「
こ
「
ご
「

i
」
な
ど
の
符
号
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

符
号
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
定
か
で
は
な
く
、
同
一
の
符
号
が
必
ず
一
定

の
機
能
を
担
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
さ
そ
う
だ
が
、
そ
れ
ら
が
み
f

本
『
老

子
』
の
章
の
境
界
に
泣
か
れ
て
い
る
場
合
は
、
一
応
そ
れ
を
分
章
の
標
識

と
見
倣
し
て
よ
い
と
忠
わ
れ
る
。
し
か
し
、
今
本
で
は
独
立
し
た
章
で
あ

ヲ
、
明
ら
か
に
主
題
が
変
わ
っ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
竹
簡
に
は
一
刊

の
符
号
も
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
。

ハ
刀
)
〔
握
研
究
〕
降
録
の
図
夜
十
八
、
《
老
子
(

C

)

》
の
第
五
組
問
は
の
部

分
に
「
本
能
損
失
一
尤
存
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

ハ
国
〉
「
馬
王
堆
老
子
一
山
中
本
第
六

O
行
、
乙
本
二

O
二
行
上
参
照
。

ハ
ゆ
)
第
四
人
寧
に
「
潟
事
白
金
。
魚
道
日
損
。
」
と
あ
っ
、
第
六
五
章
に
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「
古
之
一
議
μ

潟
道
者
。
非
以
明
氏
。
賂
以
旧
制
之
。
」
と
あ
る
。

(
お
)
第
一
ニ
ニ
寧
を
、
ま
弼
注
本
が
「
天
下
英
能
直
也
」
、
持
詑
〈
本
が
「
天

下
英
能
臣
」
と
作
る
の
に
対
し
、
河
上
公
注
本
・
想
爾
詑
本
は
「
天
下
不

敢
毘
」
に
作
っ
て
い
る
よ
う
に
、
「
能
」
と
「
敢
」
が
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ

て
併
存
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

(
紅
〉
「
天
道
は
溺
(
弱
)
を
食
び
、
成
(
性
)
を
雀
(
制
)
る
者
以
(
お

よ
)
び
生
を
盆
す
者
は
、
強
(
強
)
に
伐
た
れ
口
に
責
め
ら
れ
:
心
。
『
郭

広
楚
墓
竹
筒
』
で
は
、
「
雀
」
を
「
爵
」
の
仮
借
と
す
る
が
、
そ
の
門
技

釈
〕
〔
一
六
〕
に
み
え
る
袋
錫
珪
氏
の
抜
一
品
川
に
従
い
「
州
問
一
の
仮
借
字
と

す
る
。
「
官
」
「
制
ー
一
一
は
と
も
に
楽
部
で
あ
り
仮
借
可
能
Q

ま
た
「
成
」
は

「
性
」
の
仮
借
と
す
る
(
向
字
は
と
も
に
耕
部
で
仮
借
可
能
)
。
『
郭
広
楚

墓
竹
簡
b

で
は
、
欠
宇
部
分
を
「
:
:
:
」
に
作
る
が
、
周
り
の
竹
筒
か
ら

そ
の
欠
字
数
は
七
、
八
字
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ハ
幻
〉
「
下
は
土
な
り
、
市
し
て
こ
れ
を
陛
(
地
)
と
問
問
(
謂
)
う
。
上
は
、

嬰
(
一
気
)
な
り
、
市
し
て
こ
れ
を
天
と
問
問
(
謂
〉
う
。
道
も
亦
た
一
八
ハ
其
〉

の
名
に
促
ハ
託
)
す
、
古
(
故
〉
に
事
は
成
り
て
身
は
長
ず
。
翠
人
の
事

に
従
う
や
、
亦
た
一
刀
ハ
其
)
の
名
に
慌
ハ
託
)
す
、
古
(
故
〉
に
紅
〈
功
〉

成
り
て
身
劉
ハ
傷
)
な
わ
れ
ず
。
天
慌
(
地
)
名
恋
(
字
)
並
び
立
つ
、

十
日
(
故
)
に
万
(
其
)
の
方
を
芯
ハ
過
)
ぎ
て
、
相
い
:
・
白
(
使
)
め
ず

.・」

ハ
お
)
第
一
三
号
憶
は
、
断
簡
に
よ
り
「
上
」
字
よ
り
下
が
欠
け
て
い
る
。

〔
〕
内
は
筆
者
が
補
っ
た
も
の
。

〈
包
)
「
〔
天
〕
西
北
に
〔
足
ら
ざ
る
〕
は
、
万
(
其
)
の
下
高
く
し
て
以

っ
て
強
ハ
強
)
け
れ
ば
な
り
。
陛
ハ
地
)
東
南
に
足
ら
ざ
る
は
、
万

(
其
〉
の
上
〔
低
く
し
て
以
て
強
(
強
)
け
れ
ば
な
り
。
上
に
足
ら
ざ

る
〕
者
は
、
下
に
余
(
絵
)
り
又
(
有
)
り
。
下
に
足
ら
ざ
る
者
は
、
上

に
余
ハ
絵
)
り
叉
(
有
)
り
。
」

(
お
)
も
っ
と
も
、
丙
に
お
い
て
今
本
の
第
一
七
輩
、
第
一
八
章
相
当
部
分

は
ひ
と
つ
の
章
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ

の
開
に
は
何
の
符
号
も
援
か
れ
て
お
ら
ず
、
今
本
第
一
八
章
に
相
当
す
る

部
分
の
冒
頭
は
「
故
大
道
受
安
又
意
義
:
・
」
ハ
丙
・
第
二
号
簡
)
と
な
っ

て
お
り
、
第
一
七
意
相
当
部
分
を
承
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は

「
馬
一
土
地
老
子
」
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
〔
張
分
章
和
章
次
〕
参
照
。

(
お
〉
「
馬
主
堆
老
子
」
甲
・
乙
は
と
も
に
、
「
徳
」
話
、
ぬ
、
紅
、
判
、

認
、
必
、
・
:
、
旬
、
郎
、
郎
、
出
、
町
、
句
、
:
・
、
花
、
乃

0
3准
1

一
1
、

2
、
3
、
5
、

6
、

、

6
、
7
:
、巴

j
2
1

2

・・・

2

2

2

2

2

2

2

・・・

3

3

と
L
A
J
m
一タ

に
な
っ
て
い
る
。

〈
幻
)
ま
た
今
本
『
老
子
』
第
六
回
章
前
半
・
後
半
に
相
当
す
る
部
分
が

「
郭
応
老
子
1

一
で
は
甲
A
と
甲
D
と
に
分
か
れ
て
み
え
て
い
る
。
「
馬
王
堆

老
子
」
で
は
す
で
に
今
本
と
同
様
一
章
に
な
っ
て
い
る
が
、
今
本
の
配
列

の
接
続
の
悪
さ
は
金
谷
治
『
老
子
』
(
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
七
年
)

第
一
九
八
頁
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(
お
〉
『
郭
活
'
楚
墓
竹
筒
』
寸
前
一
一
一
口
s

一
に
は
「
由
於
墓
葬
数
次
被
盗
p

竹
筒
有

州
政
失
3

簡
本
《
老
子
》
亦
不
例
外
o
故
無
法
精
確
佑
計
億
本
原
有
的
数

量
0

2

一
と
あ
る
。

(

m

U

)

〔
李
残
簡
詳
接
〕
は
、
『
郭
広
楚
墓
竹
筒
』
図
版
七
、
第
一

O
八
頁
・

残
片
二

O
号
簡
の
「
是
以
建
言
叉
之
明
道
女
字
返
道
女
績
〔
準
〕
道
若
、
退
3

一

山
弘
、
乙
・
一

O
号
簡
に
接
合
す
べ
き
も
の
と
指
摘
し
て
い
る
。
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(
お
〉
『
郭
広
楚
基
竹
傍
』
巻
末
に
附
せ
ら
れ
た
「
竹
筒
整
理
競
輿
出
土
競

封
印
刷
…
表
」
か
ら
も
そ
の
こ
と
が
窺
え
る
。

(
む
)
『
郭
広
楚
墓
竹
筒
』
所
収
の
『
絡
衣
』
は
、
今
本
『
種
記
』
絡
衣
篇

と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
で
あ
る
が
、
今
本
が
二
回
節
か
ら
な
る
の
に
対
し
て

一
節
少
な
い
。
『
絡
衣
』
は
四
七
枚
の
竹
簡
か
ら
な
る
が
文
意
は
通
っ
て

お
り
や
は
り
簡
が
一
本
ま
る
ご
と
欠
け
て
い
る
よ
う
な
部
分
は
な
い
。
ま

た
、
各
節
の
末
尾
に
附
さ
れ
た
墨
了
、
第
四
七
号
館
に
「
二
十
又
一
ニ
」
と

記
さ
れ
た
節
の
合
計
数
か
ら
、
抄
写
さ
れ
た
時
点
で
今
本
よ
り
一
節
少
な

い
二
三
節
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
盗
掘
に
よ
る
被
害
は
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
門
郭
老
子
其
人
其
紫
色
参
照
。

(
泣
)
但
し
、
河
上
公
本
の
注
に
は
「
謂
用
道
之
君
也
」
と
あ
り
、
本
来
は

「
道
」
に
作
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ハ
お
)
「
馬
主
堆
老
子
」
乙
木
・
第
二
一
一
一

O
行
上
。
甲
本
は
こ
の
部
分
の
'
吊

が
欠
け
て
い
る
。

(
加
)
『
戦
趨
策
』
究
筑
間
が
「
老
子
日
」
と
し
て
引
く
第
三
九
章
、
『
妊

子
』
潟
一
士
一
口
催
仰
が
「
老
子
日
」
と
し
て
引
く
第
四
一
章
、
づ
能
福
子
』
原
道

筋
が
老
川
仰
の
4

一
一
向
と
し
て
引
く
第
四
一
一
一
輩
、
記
入
記
』
貨
漉
列
伝
が
「
老
子

日
」
と
し
て
引
く
第
八

OA誰
な
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
し
め
す
例
で

あ
ろ
う
。

(
お
)
〔
高
読
老
子
〕
は
「
我
弘
方
法
3
組
《
老
子
》
皆
竿
《
老
子
》
祖
本
原

型
p

市
立
不
是
完
本
p

都
属
一
ナ
《
老
子
》
径
文
的
措
抄
o
」
と
し
、
〔
国

際
研
討
会
綜
述
〕
は
「
甲
、
乙
二
内
三
管
制
・
:
是
后
人
根
据
一
科
《
老
子
》

五
千
~
一
一
間
的
本
子
3

方
了
教
育
的
目
的
改
編
市
成
」
と
い
う
王
博
の
説
を
載

せ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
〔
池
田
論
文
〕
は
、
「
郭
広
老
子
」
を
「
す
で
に

完
成
し
て
い
る
司
老
子
』
五
千
一
一
一
一
口
の
一
部
分
な
ど
で
は
な
く
て
、
今
正
に

形
成
途
上
に
あ
る
『
老
子
』
の
も
っ
と
も
早
い
時
期
の
テ
キ
ス
ト
で
あ

る
」
と
す
る
。
ま
た
〔
池
田
国
際
研
討
会
報
告
〕
は
、
中
国
の
研
究
者
は

多
く
「
郭
広
老
子
t

一
を
す
で
に
完
成
し
て
い
る
『
老
子
』
五
千
一
一
一
一
向
の
一
部

と
見
倣
す
傾
向
に
あ
り
、
欧
米
の
研
究
者
は
形
成
過
程
に
あ
る
『
老
子
』

の
原
型
と
見
倣
す
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。

(
お
)
例
え
ば
、
甲
A
は
寡
欲
・
不
欲
・
自
然
と
い
っ
た
語
を
中
心
に
無
為

の
政
治
を
説
く
部
分
が
多
い
。
こ
れ
は
、
『
老
子
』
五
千
言
か
ら
適
宜
摘

抄
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
ま
た
そ
れ
こ
そ
が
『
老
子
』
の
原
型

で
あ
り
、
今
本
中
老
子
』
は
後
人
に
よ
る
増
改
を
経
た
も
の
と
も
考
え
ら

れ
る
。

附
記
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
東
京
大
学
大
学
院
教
授
池
田
知
久
先
生

よ
り
貴
重
な
資
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
謝

の
窓
を
表
し
た
い
。
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(
筑
波
大
学
大
学
院
)


